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小山市は現在、官民連携での、まち
づくりに取り組んでいます。そのま
ちづくりのイメージ図を作成するた
めに開催された、「デザインシャレッ
ト」に参加された皆さん。まちづく
りって何？どんな人が活動している
の？という疑問を解消するため小山
市の『まちづくり』について今月の
特集で紹介します。
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小山市のまちづくりを考えます！



　小山駅周辺は旧 4 号線を中心に宿
場町として栄え、小山駅玄関口として
の改札も西口に設置されていました
が、今から約 60 年前の昭和 30 年代
後半になってからの駅東側の区画整理
事業施工にあわせ、東口にも改札が設
置されました。このような経過があり、
商業的観点からも、古くから商店は「西
口」を中心に立地し、「東口」は新た

な開発に伴いオフィ
スビル等が整備され
てきました。一方、

平成 6 年 6 月には再開発によりロブ
レが開店、平成 9 年 4 月にジャスコ（現
イオンモール小山）、平成 18 年 4 月
におやまゆうえんハーヴェストウォー
クが開店し、郊外への大型店出店に続
き、中心市街地の大型店が相次いで閉
店しました。それとともに、西口周辺
人口も昭和 45 年の 9,300 人から平
成 19 年には半分以下の 4,100 人ま

で減少するなど、駅周辺は好立地にも
関わらず「中心市街地」としての賑わ
いを若い世代は知りません。今回の特
集では、まちの活気を戻すべく、市が
官民連携で策定を進める小山駅周辺の
まちづくりの指針「PLAN OYAMA」
を紹介します。「まちづくり」に取り
組んでいる方の生の声をお伝えし、自
分達の街を良くするために何ができる
のか、まちづくりとは何なのか、小山
市の未来について考えていきます。　   

平成 15年のロブレリニューアル時の様子。多くの市民が開店前列を作った。

消えゆく賑わい―――
官民連携で目指す「まちづくり」
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田んぼのある田舎だけど
ハイテクな街にしたい

「まちづくりって体の構造に似ていると
思っています。ダメなところを根本か
ら変えないと治らない。まちづくりは
人づくりと『市民性』を上げていくこ
とが必要です」。阿久津さんの話す『市
民性を上げる』とは何か——。
小山の花火実行委員も務める阿久津さ
ん自身が体験したエピソードを話して
くれました。「長岡の花火を見に行っ
た時、花火の最後にはゴミ一つない
会場がありました。一人ひとりが街に
対して自負がある。ここが俺たちの街
だって。それが私の思う市民性です。
まちづくりプランの策定を通して、官
民がともに垣根なく街の将来を考えて
います。このようなことは今まであり
ませんでした。共に手をとればできな
いことはない。ようやく理想とする街
に近づいてきたと思います。これから
の街の将来が楽しみです」。

小山市の未来にワクワクします！！

「主婦として、ブログや SNS を通じ小
山市の情報発信をしてきました。そん
な中、検討委員をやっていただけない
かと市から声がかかりました。私自身
は夫の転勤で北海道から小山に移住し
た移住者で、昔から小山のことを知っ
ている人たちと意見が交わせるのか
という思いがあり最初は不安でいっぱ
いでした。まちづくりは行政が行うこ
とだと思っていたので、関係がないと
思っていましたが、ワークショップ等
を通して、様々な人と関わり、自分の
住んでいる街を変えることができるの
は自分たちなんだと気づき、そこから
は参加が楽しみになりました。今では、
小山市の未来がどう変わるのかワクワ
クしています」。

大型店の出店状況� （昭和55年当時）
店　　名 形　　態 出店時期　

キンカ堂小山店 スーパーマーケット S�47.11.21
長崎屋小山店 スーパーマーケット S�48.��9.21
いせや小山店 総合スーパー S�49.��6.20
家具センター速水チェーン 家具専門店 S�50.12.��9
小山駅ビル 駅ビル S�53.��7.16
ダイエー ショッピングセンター S�54.��4.13
イトーヨーカ堂 総合スーパー S�55.��1.30
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策定委員としてプランの策定に
参加。小山市の情報発信サイト

『おやナビ！おやま』の運営者
でもあり、『まいキャン！』・『しょ
うラヂオ。』も運営しているプ
ロブロガー。
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駅西口にある「ドラッグアクツ」
を経営。「M1（街一丸）プロジェ
クト」や「西口まつり」に携わっ
ている敏腕経営者。

　これまでは、行政が主体となり、事
業ごとに計画を策定して事業に取り
組んできました。しかし、人口の減少
により、社会の縮小が予見される将来
では、まちに関わる市民や企業、団体
等の人々が主体となり、行政がサポー
トする体制へと変化しています。今回
からは、地区全体のまちづくりを行う
際に、市民と田園を含む自然環境と都

市環境が調和した小山のイメージを共
有し、市民参加型の田園環境と都市環
境が調和するまちづくりの指針とする

「田園環境都市小山ビジョン」の策定に
向け、令和 3 年度から着手し、SDGs
の 17 の持続可能な開発目標のように、
小山で実現したい目標を市民の皆さん
と創り、継続的に実施していくことで、
持続可能なまちづくりを進めます。
　これからのまちづくりについて、
PLAN OYAMA の策定に関わってい
る 2 人の委員に話を聞きました。

PLAN�OYAMAとは、小山に暮らす皆さんと行政が共通のビジョンをもち、市民の皆さんが「欲
しい暮らし」を実現するための指針です。2021年3月に小山駅周辺地区まちづくりプラン策
定協議会・検討委員会設立。同年7月まちづくりアンケートを実施、11月まちづくりワーク
ショップ開催。2022年3月まちづくりシンポジウム開催。市民の意見をプランの策定に反映
するため、ワークショップやアンケートを実施しながらプランの策定を目指しています。

これまでのまちづくり
これからのまちづくり

PLAN OYAMA（まちづくりプラン）とは

広報おやま　2022.12 3



市民意見ベースの
検討プロセス

「西口エリア」・「東口エリア」とも
に 900 人以上の方からアンケートの
回答をいただくことができました。
アンケートの回答やワークショップ
で得た多くの意見をもとに、検討委
員会で検討を重ねて方向性の要素を
積み上げました。左の図は、その過
程で、積み上げた要素や表現の方法
などについて市と連携しながら整理
しました。

ワークショップ＆アンケートの結果
小山駅周辺地区の大きな方向性は、小山市の強みである「豊かな
自然」と将来を担う「子供たち」を基点にすることに一旦決めま
した。子供たちが自然に触れながら伸び伸びと遊び・学べ、大人
たちが自分らしく働き、地域で子育てできる地区を目指します。

大きな方向性の下にはアンケートやワークショップでの市民意見から得た 9 つの要素
があります。この 9 つの要素に沿って小山駅周辺地区が将来どうあるべきなのか、そ
のために何が必要なのか、議論と整理を行い、PLAN OYAMA を検討していきます。

自然を活
かした学

びと遊び
があり

　地域で
子育てが

できるま
ち

Evolving  Goals とは？
「Evolving Goals（進化していく、
進化し続ける目標）」は、小山駅周
辺地区の方向性が固定されたもので
はなく、過去実施されたシンポジウ
ムやワークショップ、また、プラン
を策定した後も、社会状況の変化に
応じて柔軟に変わっていくものであ
る意味を込めて名付けています。
※左の図は、プラン策定の中で変更とな

る場合があります

10月23日（日）
御殿広場で行われたピクニックマルシェで聞いてみました。

　　自然を活かした学びと遊びがあり
地域で子育てができるまち

1

まちなかに住んで
子育てしやすい

7

身近に緑を感じ
リラックスできる

3

子ども・学生・大人も
まちなかで遊べる

2
自分らしく働き
やりたいことに
チャレンジできる

8
思川を活かし
自然に触れて
学んで暮らせる

9
小山の

食・文化・アート
に触れられる

5
バリアを感じず
安全で安心して
歩きたくなる

6
世代・性別・国籍
を超えたコミュニティ
の場とつながりがある

4
車やおーバスで
移動しやすく
周辺とつながる

Evolving  Goals 

「住む」

「移動（車や公共機関など）」

「緑化」

「仕事」

「移動（徒歩）」

「自然」

「遊び」

「コミュニティ」

「文化」

小山駅周辺地区の未来を考える

わたしはコレ！

ぼくたちは
コレ！

わたしはカフェ！ こんなお
店があっ

たら
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PLAN OYAMA 策定の一貫として小山駅周
辺の将来像を検討するためのイメージ図を
作成しました。より市民の意見が反映され
ているイメージになるよう、デザインシャ
レット※という技法を用いました。アンケー
トやワークショップを主体的に行い、市民
の意見を受け取ってきた、まちづくり検討
委員会の委員に「どこに・どこで」「どのよ
うな雰囲気」「どんな人が使うのか」「周り
に何があるといいか」を提案してもらいイ

メージ図を作り上げました。自由な発想に
よって出来上がったイメージは、すぐに実
現できそうなものから一見、実現が不可能
に見えるものまで様々です。今回、作成し
たイメージに対する市民の意見を基に最終
的な将来像を作成していきます。

※デザインシャレット
まちづくりデザインについて短期間に自由に意
見交換を行い、アイデアを出し合うことでイ
メージを作成するものです。

①②
④③

駅周辺に求めるものは？あったらいいね！！

こんな場所が
ほしい！

ちょっとオシャレに
やっぱり学生ですから

市民の関心が特に高かった 4つのイメージ図　① 駅東公園 ② 駅東公園 ③ 思川 ④ 西口広場エリア
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おやまいち御殿広場ピクニックマルシェ

市民とともに創るまちづくりを掲げている小山市。
行政が主体となって取り組んでいる『まちづくり』もあれば、民間の方
が主体となって『まちづくり』が進むケースもあり、その形態は様々な
ものとなっています。今後も目が離せないワクワクするようなプロジェ
クトを紹介します。

「おやまいち」は、小山総合運動公園で月 1 回開催されている市民参加型の
マルシェです。運営は市内にある企業の、アクリーグ株式会社、株式会社
グレイド、NPO 法人在宅はたらき隊の 3 社。市が募集を行った公園活用事
業提案で継続的な活用の権利を得た公園での新たな取り組みで、「公園で何
かやってみたい！」という市民の思いを受け入れ、様々なイベントを開催
しています。

御殿広場ピクニックマルシェは、小山駅西口商業振興会ピクニックマルシェ
実行委員会が開催する市役所の隣に位置する小山御殿広場で開催されてい
る『ピクニックマルシェ』です。小山御殿広場を、まちなかの子育て世代
が集まり交流する場所になるよう、ボランティア主体でマルシェを開催し
ています。小山のまちなかに、子育て世代を中心とした人々が集まり、多
様な活動が行われる、これまで無かった風景を作りだしています。

御殿広場ピクニックマルシェ実行委員会　小
こ

林
ばやし

 千
ち

恵
え

さん
知り合いの転勤族の方から、街中で手軽に安心して買
い物ができる場所を作ってほしいという声を実現しま
した。食べて買って、楽しみ方は自由！今後も様々な
企画を考えています。開催情報は SNS で情報発信して
いるので、気軽に足を運んでください！

アクリーグ株式会社　磯
いそ

山
やま

 貴
たか

志
し

さん
まちづくりに関わると、もっとまちが好きになります。

『おやまいち』では、こんな出店・イベントやってみたい！
という声を実現しています。多くの世代が活躍できる場
所を用意しています。一度遊びに来てください！開催情
報は SNS で情報発信しています。

【DATA】
問 510picnic
　各種 SNSからご連絡ください

【DATA】
問協働おやまいち
　各種 SNSからご連絡ください

公園利用の可能性気軽に集まれる場

小山を動かす。まちづくりプロジェクト。

私達はこの街が大好き！

市民公募による
シンボルロゴ。

小さな自慢は
等身大の魅力。

市民、企業、団体、学校、

市役所などが連携・協

力して「市民ひとりひ

とりが主役のまち」を

目指しています。

「なにもない」ではな

く、「あれもこれもあ

る」というポジティ

ブな捉え方をイラス

トで表現しています。

市民フォーラム

「小山市民フォーラム」は、市民参加型まちづくりを進めるため、市民の皆
さんと市長が意見交換を行い、市民の皆さんの意見を市政に反映させるた
めに令和 2 年度よりスタートしました。過去に開催されたテーマは、『都
市と田園が調和した持続可能なまち～あなたが考える田園環境都市小山と
は？』・『小山駅周辺のまちづくり　～小山駅周辺が賑わうのに必要なこと
は？』です。毎回、約 50 人程度の市民の方が参加しています。

運営委員　佐
さ

藤
とう

 祐
ゆう

子
こ

さん
令和 2 年から市民フォーラムの運営に携わっています。
今まで行政の取り組みは知らないことが多かったです
が、市が街を良くするために考えていること、そして
市民に対し協力的であることを知りました。年に 3 回
開催していますので、皆さんも是非ご参加ください。

【DATA】
問シティプロモーション課
　☎ 22-9396

市民の声を聞くために

Instagramfacebook facebookTwitter TwitterInstagram
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おやまいち御殿広場ピクニックマルシェ

市民とともに創るまちづくりを掲げている小山市。
行政が主体となって取り組んでいる『まちづくり』もあれば、民間の方
が主体となって『まちづくり』が進むケースもあり、その形態は様々な
ものとなっています。今後も目が離せないワクワクするようなプロジェ
クトを紹介します。

「おやまいち」は、小山総合運動公園で月 1 回開催されている市民参加型の
マルシェです。運営は市内にある企業の、アクリーグ株式会社、株式会社
グレイド、NPO 法人在宅はたらき隊の 3 社。市が募集を行った公園活用事
業提案で継続的な活用の権利を得た公園での新たな取り組みで、「公園で何
かやってみたい！」という市民の思いを受け入れ、様々なイベントを開催
しています。

御殿広場ピクニックマルシェは、小山駅西口商業振興会ピクニックマルシェ
実行委員会が開催する市役所の隣に位置する小山御殿広場で開催されてい
る『ピクニックマルシェ』です。小山御殿広場を、まちなかの子育て世代
が集まり交流する場所になるよう、ボランティア主体でマルシェを開催し
ています。小山のまちなかに、子育て世代を中心とした人々が集まり、多
様な活動が行われる、これまで無かった風景を作りだしています。

御殿広場ピクニックマルシェ実行委員会　小
こ

林
ばやし

 千
ち

恵
え

さん
知り合いの転勤族の方から、街中で手軽に安心して買
い物ができる場所を作ってほしいという声を実現しま
した。食べて買って、楽しみ方は自由！今後も様々な
企画を考えています。開催情報は SNS で情報発信して
いるので、気軽に足を運んでください！

アクリーグ株式会社　磯
いそ

山
やま

 貴
たか

志
し

さん
まちづくりに関わると、もっとまちが好きになります。

『おやまいち』では、こんな出店・イベントやってみたい！
という声を実現しています。多くの世代が活躍できる場
所を用意しています。一度遊びに来てください！開催情
報は SNS で情報発信しています。

【DATA】
問 510picnic
　各種 SNSからご連絡ください

【DATA】
問協働おやまいち
　各種 SNSからご連絡ください

公園利用の可能性気軽に集まれる場

小山を動かす。まちづくりプロジェクト。

私達はこの街が大好き！

市民公募による
シンボルロゴ。

小さな自慢は
等身大の魅力。

市民、企業、団体、学校、

市役所などが連携・協

力して「市民ひとりひ

とりが主役のまち」を

目指しています。

「なにもない」ではな

く、「あれもこれもあ

る」というポジティ

ブな捉え方をイラス

トで表現しています。

市民フォーラム

「小山市民フォーラム」は、市民参加型まちづくりを進めるため、市民の皆
さんと市長が意見交換を行い、市民の皆さんの意見を市政に反映させるた
めに令和 2 年度よりスタートしました。過去に開催されたテーマは、『都
市と田園が調和した持続可能なまち～あなたが考える田園環境都市小山と
は？』・『小山駅周辺のまちづくり　～小山駅周辺が賑わうのに必要なこと
は？』です。毎回、約 50 人程度の市民の方が参加しています。

運営委員　佐
さ

藤
とう

 祐
ゆう

子
こ

さん
令和 2 年から市民フォーラムの運営に携わっています。
今まで行政の取り組みは知らないことが多かったです
が、市が街を良くするために考えていること、そして
市民に対し協力的であることを知りました。年に 3 回
開催していますので、皆さんも是非ご参加ください。

【DATA】
問シティプロモーション課
　☎ 22-9396

市民の声を聞くために

Instagramfacebook facebookTwitter TwitterInstagram
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田園環境都市ビジョン おやま妄想会議

地域おこし協力隊 高校生プロジェクト

令和 3年 6月に地域おこし協力隊として着任。公共空間および遊休不動産
を活用した起業支援などの「まちなかの魅力磨き上げ推進事業」に取り組
んでいます。御殿広場のベンチ製作、まちのプロムナードの整備など、市
民が体験できる仕組みを考えながら事業を推進しています。現在は、空き
家をリノベーションすることで新たな居場所作りに取り組んでいます。

おやま高校生プロジェクトは、おやまで暮らす高校生の皆さんが、普段生
活しているまちを調査・探索し、小山のよりよい未来のために自分たちが
できることを考え、実践していくプロジェクトです。「高校卒業後もおやま
に住み続けたい」、「一度おやまを離れても、またおやまに戻ってきたい」
そう思ってもらいたいという思いから、このプロジェクトが始動しました。
令和 4年度は 11人の高校生がプロジェクトに参加中です。

小山市の良さを、より良い姿で未来へつなぐための指針策定の基礎とする
ために、各地区で「風土性調査」として、現地調査、市民の皆さんから聞
き取り調査やアンケート調査を行っています。さらに、風土性調査結果を
もとに、30年後の小山市のあるべき姿を市民の皆さんが一緒に自分事とし
て考え、そのプロセスにおいて、地区間で「共有」、「学びあい」、田園と都
市部の「関係性を繋ぎ直す」ことで、SDGsの実践して一体化に取り組みます。

妄想会議は 2019 年に小山に住んでいる人が自分たちの想いや夢を発信で
きる、応援できる場としてスタートしました。これまでに 27回延べ 700
人の方々が参加しています。当初、50人の方に夢を発信してもらおうと目
標を設定していましたが、会議の継続のため、現在は 100人という目標に
変更したそうです。誰でも気軽に話ができる、時にはビールを飲みながら
自分たちの妄想に酔いしれるそんな場所として、定期的に妄想中です。

高校生プロジェクト リーダー　白
しら

岩
いわ

 大
だい

夢
む

さん
小山高校に通っています。もともと、まちづくりに興
味があり、駅のチラシを見て参加しました。活動して
みて感じたことは、小山にはまだまだ知らない魅力が
あるということです。小山の魅力を同世代に伝えられ
るようにこれからも活動を続けたいです。　

地域おこし協力隊　横
よこ

山
やま

 健
けん

さん
地域おこし協力隊として、約 17年ぶりに小山に戻っ
てきました。戻ってきて一番の衝撃は活気が減ったこ
と。人の繋がりを作ることで帰ってくることのできる
誇らしい地元作りに関わりたいと思っています。活動
内容は各種 SNSをチェックしてみてください！

小山地区調査協力者　鎌
かま

田
た

 正
まさ

義
よし

さん
知り合いから声がかかり、小山地区での聞き取り調査
に参加しました。私自身、令和 3年に小山の都市部へ
気軽にアクセスできる利便性や駅前の景観に惹かれ移
住を決めました。今後も移住者として感じたことなど
を発信する場として積極的に参加したいです。

一般社団法人カゼトツチ　古
ふる

河
かわ

 大
だい

輔
すけ

さん
2015年から地元である小山を拠点にまちづくりの活動
をしています。何かをやりたいと思った時、誰だって
はじめの 1歩を踏み出すのに勇気が必要です。妄想会
議はそんな 1歩を応援します。誰でもwelcome！！
あなたの妄想お持ちしています。

【DATA】
問総合政策課
　☎ 22-9352

「田園環境都市ビジョン」を創る
まちづくり進行型ウェブマガジン　

おやまアサッテ広場

【DATA】
問おやま妄想会議
　専用フォームからご連絡ください

【DATA】
問シティプロモーション課
　☎ 22-9396

【DATA】
問まちづくり推進課
　☎ 22-9357

より良い姿で未来へ繋ぐ あなたの夢を応援

誇りをもてる地元をつくる 若者の定住促進

facebook Twitter Instagram
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映画イベントにチャレンジしています。そう
いったチャレンジの連鎖自体もワクワクする
し、子どもたちが楽しんでくれて、小山に夢
を持ってくれることを想像するとさらにワク
ワクします」。　

森嶋「昔は隣のおばあちゃんが自分の子供を
見てくれるような環境でしたが、今は減って
しまっていると思う。街ぐるみで子育てがで
きる街にしたい、自分自身そんな街に住みた
いです。城山公園も大きなリビングのように
使って欲しい。交流があり、子供たちやその
家族、おじいちゃんおばあちゃんたちが気軽
に集まり、古き良き知識や伝統もこの場所を
通して繋いで行くことのできる場にしていき
たい。会社に城山公園『公園活用事業』への
応募をプレゼンテーションした際、役員から

　同じ年代の 3 人は、あの頃の小山そして今
後の小山についてどのように考え、どのよう
に行動していくのでしょうか。

行けば何かある、誰かいる、
ワクワクする場所だった小山駅。
　小山駅に遊びに行くことはとても都会的な
ことだった。3 人が小学校低学年の 1994 年
6 月にロブレは開業しました。3 人は小山市
の盛り上がりを肌で感じていた世代です。小
学生時代、小山駅から離れた場所に住んでい
た 3 人は、「小山駅に行くことがすごく都会
的なことだった、どこかに行くとしたら、と
りあえず行く場所。それが小山駅前だった」
と口を揃えて話します。『まちづくり』の根底
にあるのは、あの頃の小山への想いなのです。

欲しいものは自分でつくる、
小山の未来。
　それぞれの活動やビジョンを聞きました。
磯山「小山を盛り上げるために何かをやりた
いとずっと思っていて、公園活用事業提案
募集は、“ これだ ” と思いました。当時、行
きたいと思えるイベントがまだ少なくて、自
分で作ろうと思い立ち「おやまいち」を提
案しました。今後も色々なイベントをやりた
い、誰もやったことないことをやってみたい
です。おやまいちのボランティアスタッフが
新しく始めたイベントもあって、思川沿いで

30 代が牽引する小山のまちづくり。
　磯山さん、藤沼さん、森嶋さんは小山市出
身小山市育ちの同級生。3 人が市内の『まち
づくり』を通して再会。まずは 3 人のプロ
フィールを紹介します。
藤沼英介さん（Cafe FUJINUMA 代表取締役）
小山市内で Cafe を経営。小山駅西口祇園城
通りに Cafe 2 店舗、空き家をリノベーショ
ンした自社ビルを構える。毎春、祇園城通り
でマーケットを開催するなど、小山駅周辺、
祇園城通りの活性化に力を入れる。他ハー
ヴェストウォーク内 Cafe 1 店舗も運営。小
山三中出身。
磯山貴志さん（アクリーグ株式会社 代表取締役）
まちづくり企業の代表。行政提案をさまざま
行っている。その一環で、小山市が実施する
公園活用事業提案募集にて、小山総合公園で
のファーマーズマーケットの定期開催を提
案。提案を令和 3 年から毎月「おやまいち」
として開催。地域コミュニティの醸成、世代
を超えた交流が生まれる公園空間づくりを目
指す。間々田中出身。
森嶋夏海さん（株式会社 Backpackers' Japan）
東京・蔵前のゲストハウス（宿泊飲食施設）

“Nui.”に勤務。会社の新規事業制度で、生
まれ故郷である小山市の公園活用事業提案募
集にて、再整備中の城山公園での飲食店・イ
ベント運営を提案。令和 5 年から営業開始予
定。城山公園を日常的に子供が利用する場所
にし、自然と歴史、新しい文化に触れる環境
にすることを目指す。本事業を機に小山市に
U ターン。間々田中出身。

活躍する30代が真剣に

Cafe FUJINUMA　

代表取締役 藤
ふじぬま

沼 英
えいすけ

介さん
西口に本店を構え、西口の発展に奮闘中。
New Standard from oyama。小山三中出身。

株式会社 Backpackers' Japan

森
もりしま

嶋 夏
なつ

海
み

さん
小山出身、東京在住で勤務していたが、城山公園の
活用事業を期にUターン。間々田中出身。

アクリーグ株式会社　

代表取締役 磯
いそやま

山 貴
たか

志
し

さん
おやまいちの企画運営を行う。みらい創造キャ
ンプの立上げにも関わる敏腕。間々田中出身。

同級生の3人偶然にも『まちづくり』で再会

『まちづくり』特集の最後は、市のまちづくりを語る上で欠かせない『人』にフォーカスを当て、
小山の未来について、整備が進む城山公園でフリートークをしていただきました。
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nformation プラス
インフォメーションページのみ
抜き取って保管できます !

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金

送付先　〒323‒8686　中央町1‒1‒1　福祉課
問専用コールセンター　☎20‒7590

年末年始の業務案内

年末は12月28日（水）まで、年始は1月4日（水）から通常営業を行います。年末年始の窓口は大変混雑しますので、
時間に余裕を持ってお越しください。
「○」：営業日　　「━」：休業日　

施設名
令和4年12月 令和5年1月 電話番号・備考

★印の電話番号は休業中も問合せできます28
㈬
29
㈭
30
㈮
31
㈯

1
㈰

2
㈪

3
㈫

4
㈬

5
㈭

市役所 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 ☎23-1111（代表）★

市民課・各出張所 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 ☎22-9402　　
コンビニ交付の休止日は、市ホームページで要確認

中央清掃センター
☎24-3194 〇 〇 〇 ー ー ー ー 〇 〇 ■直接搬入の受付時間

8時30分～ 11時30分、13時～ 16時30分
※持ち物：現住所を確認できるもの（免許証等）
■家庭ごみの収集
12月は30日㈮まで、1月は4日㈫から日程どおり収集
問環境課☎22-9286

南部清掃センター
☎0280-33-3310 〇 〇 〇 ー ー ー ー 〇 〇

リサイクルセンター
☎39-8844 〇 〇 〇 ー ー ー ー 〇 〇

小山聖苑 〇 〇 〇 ー ー ー 〇 〇 〇 ☎22-1175★
休苑中の申込時間は8時30分～ 21時

水道事業 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 ☎23-0368（代表）★
凍結防止対策を心掛け、漏水などの場合は要連絡

中央図書館、
小山・間々田・桑分館 〇 ー ー ー ー ー ー 〇 〇

☎21-0750　
12/29㈭～ 1/3㈫の図書の返却は、
中央図書館正面入口の返却ポストのみ利用可能

●令和4年度住民税非課税世帯
対　　象　次の条件を全て満たしている場合対象
①令和4年 9月 30日時点で住民登録がある世帯
であること
②令和4年 9月 30日時点の世帯について、世帯
全員が令和4年度住民税非課税であること
③住民税が課税されている者の扶養親族等のみで
構成される世帯でないこと
支 給 額　1世帯当たり5万円
申請期限　令和5年 1月 31日（火）まで
※対象となる可能性のある世帯には、市から確認
書を 11月末以降より順次送付しています。必要
事項を記入し、ご返送ください
※令和4年 1月 2日以降に小山市へ転入された方
を含む世帯には、申請書を送付します。支給条件
を確認のうえ、該当する場合は申請してください

電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯等に対し、1世帯当た
り5万円を給付します。
本給付金は「住民税非課税世帯」と「家計急変世帯」の二つの世帯向けの給付金です。どちらか一方を一回に限り受給するこ
とができます。

●令和4年 1月以降の家計急変世帯
対 象　市内に住所を有し、令和4年 1～ 12月までの家計が予期せ

ず急変し、世帯全員が「住民税非課税世帯と同水準」である
と認められる世帯

支 給 額　1世帯当たり5万円
申請方法　次の書類を郵送または福祉課臨時窓口へ直接提出
①申請書および申立書
②令和4年 1月以降で世帯全員分の任意の1か月の収入額が確認できる
書類（申し立てを行う収入に係る給与明細書、年金振込通知書等の収入額
がわかる書類、事業収入、不動産収入に係る経費の金額がわかる書類）
③世帯主の本人確認書類の写し（運転免許証、マイナンバーカードなど）
④世帯主の受取口座が確認できる書類の写し（通帳の見開き 1頁目や
キャッシュカードなど）
⑤令和4年 1月 1日以降複数回転居した方のみ「戸籍の附票の写し」
申請期限　令和5年 1月 31日（火）まで
※申請書等は市ホームページまたは福祉課臨時窓口で取得可



令和5年
農業用免税軽油に係る申請

栃木県では、毎年 1月に、農業用軽油引取税免税証
を一括して交付します。
会 場　栃木県庁小山庁舎（本館4階会議室）
※持参するものについては、要問合せ

受付日
受付時間・対象地区

午　　前
（9:00 ～ 11:30）

午　　後
（13:00 ～ 15:30）

令和5年 
1/6（金） 中　地区 大谷　地区

1/10（火） 寒川　地区 穂積　地区

1/11（水） 共同・受委託 共同・受委託

1/12（木） 豊田　地区
（両毛線南側）

豊田　地区
（両毛線北側）

1/13（金） 生井　地区 絹　地区

1/16（月） 間々田　地区 桑　地区

OYAMA多文化共生
フォーラム開催

日本人と外国人双方がお互いの文化や考え方の違いを
理解し、より良い関係を築いていくための社会をつく
るきっかけとするフォーラムです。
日 時　令和5年 1月 28日（土）
　　　　　14時～ 16時 30分
場 所　市役所6階　大会議室
対 象　県内在住、在勤、在学中の方
　　　　　（オンライン参加：多文化共生に関心のあ

る方）
定 員　会場50人、オンライン50人（先着）
料 金　無料
申 込　12月 23日（金）まで
内 容　一部：基調講演
　　　　　二部：パネルディスカッション＆
　　　　　ワークショップ
そ の 他　英語の通訳有

開運小山うどんスタンプラリー

寒いこの季節に心から温まりませんか？対象店で「開
運小山うどん」を食べて景品が当たるスタンプラリー
を開催します！たくさんのご参加お待ちしています。
期　　間　12月1日（木）～令和5年2月28日（火）
参加方法　①モバイルスマホ（二次元コード読み取り）
　　　　　②スタンプ台紙（スタンプ押印）

※台紙は各対象店や商業観光課、観光協
会にて配布中

応募方法　スタンプを4つ集めて応募
モバイル：応募画面から応募
台　　紙：対象店設置の応募箱へ

＜総勢50名に賞品が当たるチャンス！！＞
おやま和牛ギフト券、ふゆみずたんぼ米など。詳しく
は市ホームページをご覧ください。

問栃木県税事務所　　☎ 0282‒23‒6882
問農業委員会事務局　☎ 22‒9242

問国際政策課　☎22‒9278

問開運小山うどん会事務局（商業観光課内）　
☎22‒9317

オヤマデイップクスタンプラリー

「オヤマデ・イップク　スタンプラリー」を開催中です。
イベントを通して市内にある素敵なカフェ・喫茶店を
めぐり、イベント後も通いたいと思えるあなたの居場
所を見つけませんか ?
各参加店舗や商業観光課、観光協会で配布されるスタ
ンプカードを持って参加店舗をご利用いただきスタン
プを集めると、以下の特典を受けることができます。
スタンプ3つ : オリジナルカード型除菌スプレー　
スタンプ5つ : 抽選で 150名様に参加店舗提供の商
品プレゼント！
期 間　11月1日（火）～令和5年1月31日（火）
場 所　市内カフェ・
　　　　　喫茶店20店舗　　
※各店舗でお買い上げ毎に
スタンプ1個

問着地型観光実行委員会事務局
（商業観光課内） ☎ 22‒9273



インフォメーション

お知らせ

都市づくりに関する
市民懇談会

問都市計画課　☎ 22‒9203
市では、将来のまちづくりや都市計画、
公園・緑地の整備など都市づくりの基
本的な指針となる「（仮称）都市づくり
のマスタープラン」を策定しています。
将来の都市づくりについて、2回目の
市民懇談会を開催します。皆さんの声
をお聞かせください。
※日時・場所については、市ホームペー
ジを確認ください
対 象　市内に在住、または通勤・通

学している方
定 員　80人（無料）
申 込　専用フォームまたは都市計画

課および公園緑地課の窓口

「医療費のお知らせ」の発送時期

問国保年金課　☎ 22‒9414
国民健康保険では、2022 年受診分
の医療費のお知らせを 2月と 4月に
発送します。2月送付分は、前年 1
月～ 10月までの医療費、4月送付分
は、前年 11月・12月の医療費が掲
載されます。医療費のお知らせは、医
療費控除の申告手続きで「医療費の明
細書」として使用することもできま
す。確定申告の時期には間に合わない
ため、領収書をご利用ください。

学生納付特例の電子申請

問国保年金課　☎ 22‒9416
問栃木年金事務所　☎0282‒22‒4131
学生納付特例申請は、マイナンバー
カード、学生証があれば、マイナポー
タルを利用した電子申請が可能です。
申請にはマイナポータルの利用登録が
必要です。

令和4（2022）年第4回
小山市議会臨時会報告

問行政総務課　☎ 22‒9313
市議会臨時会が、令和4年 10月 31
日（月）に開催されました。会議結果は
ホームページ、議案の詳細は、議案書
が市立図書館にありますので、ご覧く
ださい。

後期高齢者
臨時特別給付金給付事業

問給付金のコールセンター　
☎ 20‒7595
原油価格・物価高騰等を踏まえ、75
歳以上でひとり世帯の高齢者の生活・
暮らしを支援するため、3万円を給付
します。
給付要件　
令和 4年 4月 1日現在で、①～③の
全てに該当する方
①小山市に住民票がある方
②75歳以上の方
③ひとり世帯の方（住民票上の世帯）
※申請時点で対象者が死亡・転出して
いる場合は、対象外
給付額　1人あたり3万円
申請方法　令和 5年 1 月 31 日（火）ま

でに返信用封筒で返送
※対象の方には10月 14日（金）付で
申請書を送付済。DV避難等の理由で
①③の要件を満たせず申請書が届かな
い方は、コールセンターにご連絡くだ
さい。

新型コロナウイルスワクチン
５回目接種実施に伴うワクチン接種用
タクシー利用券送付

問高齢生きがい課　☎ 22‒9617
4回目までの接種時にタクシー券の利
用実績がある方には、片道 500円割
引になる利用券を11月上旬にお送り
しました。それ以外の方で券をご希望
の場合はお問い合わせください。
対 象　年度内に75歳以上の方
申 込　接種予定日の10日までに同

課あてに電話

12月 4日（日）～10日（土）は
第 74回人権週間

問人権・男女共同参画課　☎22‒9292
『「誰か」のこと　じゃない』
人権を尊重することの重要性を正しく
認識し、自分自身のこととして考えて
ください。人権週間に合わせて、本庁
1階多目的スペースで、市内小学生の
人権標語などを展示します。

12月 10日（土）～16日（金）
北朝鮮人権侵害問題
啓発週間

問人権・男女共同参画課　☎22‒9292
拉致問題の解決のためには、日本国民
一人ひとりが北朝鮮当局による人権侵
害問題についての関心と認識を深める
ことが大切です。

12月 11日（日）～31日（土）
年末の交通安全市民総ぐるみ運動

問市民生活安心課　☎ 22‒9283
交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践を習慣づけ、交通事故を防止し
ましょう。

住宅に関する
インタビューと無料相談

問建築指導課　☎ 22‒9824
住宅の処分等に関するインタビュー
（30分～ 1時間程度）
専門家（法律、税、不動産など）による
無料相談（1時間まで）
※無料相談のみの申込不可。謝礼とし
てクオカード2,000円分を進呈
日 時　①12月 15日（木）
　　　　　 9時 30分～ 16時
　　　　②12月 17日（土）
　　　　　 9時 30分～ 16時
場 所　①市役所4階　403会議室
　　　　②ゆめまち多目的ホール2
対 象　空家等所有者や住宅の将来に

不安をお持ちの方
定 員　各日7人程度（無料）
申 込　
12月 9日（金）17時まで、
☎ 03-3263-9386（月・水・金 10

令和5年
農業用免税軽油に係る申請

栃木県では、毎年 1月に、農業用軽油引取税免税証
を一括して交付します。
会 場　栃木県庁小山庁舎（本館4階会議室）
※持参するものについては、要問合せ

受付日
受付時間・対象地区

午　　前
（9:00 ～ 11:30）

午　　後
（13:00 ～ 15:30）

令和5年 
1/6（金） 中　地区 大谷　地区

1/10（火） 寒川　地区 穂積　地区

1/11（水） 共同・受委託 共同・受委託

1/12（木） 豊田　地区
（両毛線南側）

豊田　地区
（両毛線北側）

1/13（金） 生井　地区 絹　地区

1/16（月） 間々田　地区 桑　地区

OYAMA多文化共生
フォーラム開催

日本人と外国人双方がお互いの文化や考え方の違いを
理解し、より良い関係を築いていくための社会をつく
るきっかけとするフォーラムです。
日 時　令和5年 1月 28日（土）
　　　　　14時～ 16時 30分
場 所　市役所6階　大会議室
対 象　県内在住、在勤、在学中の方
　　　　　（オンライン参加：多文化共生に関心のあ

る方）
定 員　会場50人、オンライン50人（先着）
料 金　無料
申 込　12月 23日（金）まで
内 容　一部：基調講演
　　　　　二部：パネルディスカッション＆
　　　　　ワークショップ
そ の 他　英語の通訳有

開運小山うどんスタンプラリー

寒いこの季節に心から温まりませんか？対象店で「開
運小山うどん」を食べて景品が当たるスタンプラリー
を開催します！たくさんのご参加お待ちしています。
期　　間　12月1日（木）～令和5年2月28日（火）
参加方法　①モバイルスマホ（二次元コード読み取り）
　　　　　②スタンプ台紙（スタンプ押印）

※台紙は各対象店や商業観光課、観光協
会にて配布中

応募方法　スタンプを4つ集めて応募
モバイル：応募画面から応募
台　　紙：対象店設置の応募箱へ

＜総勢50名に賞品が当たるチャンス！！＞
おやま和牛ギフト券、ふゆみずたんぼ米など。詳しく
は市ホームページをご覧ください。

問栃木県税事務所　　☎ 0282‒23‒6882
問農業委員会事務局　☎ 22‒9242

問国際政策課　☎22‒9278

問開運小山うどん会事務局（商業観光課内）　
☎22‒9317

オヤマデイップクスタンプラリー

「オヤマデ・イップク　スタンプラリー」を開催中です。
イベントを通して市内にある素敵なカフェ・喫茶店を
めぐり、イベント後も通いたいと思えるあなたの居場
所を見つけませんか ?
各参加店舗や商業観光課、観光協会で配布されるスタ
ンプカードを持って参加店舗をご利用いただきスタン
プを集めると、以下の特典を受けることができます。
スタンプ3つ : オリジナルカード型除菌スプレー　
スタンプ5つ : 抽選で 150名様に参加店舗提供の商
品プレゼント！
期 間　11月1日（火）～令和5年1月31日（火）
場 所　市内カフェ・
　　　　　喫茶店20店舗　　
※各店舗でお買い上げ毎に
スタンプ1個

問着地型観光実行委員会事務局
（商業観光課内） ☎ 22‒9273
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時 ～ 17 時 ）、 ℻  03-3263-2350、
申込フォーム
宛先 : ランドブレイン（株）

ハナミズキ（自死遺族）の会

問福祉課　☎ 22‒9629
日 時　12月 20日（火）14時～
場 所　市役所4階　402
対 象　
近親者だけではなく、親しい友人を亡
くした方でも、つらい思いを抱えた方
であれば誰でも参加できます。（無料）
※市外の方も可
申 込 不要。当日会場にお越しくだ

さい。

令和4年度
年末年始火災特別警戒

問消防本部予防課　☎ 39‒6657
12 月 25 日（日）～令和 5 年 1 月 7
日（土）に火災予防を呼びかけ、消防車
両による広報活動を実施します。

渡良瀬遊水地
フォトコンテスト
作品募集中 !

問自然共生課　☎ 22‒9354
渡良瀬遊水地のラムサール条約登録
10 周年を記念し、渡良瀬遊水地を
テーマにした写真を対象に、フォトコ
ンテストを開催します。
場 所　渡良瀬遊水地やその周辺で撮

影したもの
対 象　どなたでも（無料）
定 員　1人 5点以内
申 込　4つ切またはA4サイズの写

真現物を同課に郵送または持
込み

送付先　〒 323-8686 中央町 1-1-1　
自然共生課

　　　　12月 28日（水）応募締切
　　　　※消印有効

マイナンバーカードを
お持ちでない皆さんへ

問市民課　☎ 22‒9814（マイナン
バーカード申請・交付窓口）

問国コールセンター
☎ 0120‒95‒0178（マイナポイント
について）
問市コールセンター　
☎ 0120‒274‒259（市マイナポイン
トサポート窓口）
マイナポイントは、12月 31日（土）
までにマイナンバーカードの作成を
申請しないと受け取れません（期限延
長）。ポイント申込期限は2月末まで。
マイナンバーカードの交付は、申請し
てから 2カ月程度かかります。ポイ
ント付与希望の方は、申請をお急ぎく
ださい。
※ポイント付与にはカード作成に加
え、保険証利用申込など別途手続が必
要です
日 時　平日8時30分～17時15分
場 所　市役所1階　3番カウンター
　　　　市内11か所の各出張所
対 象　市民（無料）
申 込　予約・申込不要
　　　　要 : 本人確認書類（顔写真有

1点か顔写真無2点）

出張もの忘れ相談会

問高齢生きがい課　☎ 22‒9853
もの忘れについて心配があるご本人や
そのご家族を対象に個別相談会を開催
します。事前予約不要。
日 時　令和5年 1月 11日（水）
　　　　10時～ 12時
場 所　マルベリー館　会議室4

令和5年度学校体育施設
夜間開放申請

問生涯スポーツ課　☎ 21‒2695
令和 5年度学校体育施設夜間開放利
用申請の受付を開始します。
期 間　令和 5年 1月 6日（金）～ 1

月 31日（火）（期日厳守）
　　　　平日8時 30分～ 17時
　　　　※書類は県南体育館
対 象　市内在住者10人以上で組織

され、年間を通して利用する
団体

※児童・生徒が利用する場合は20歳
以上の責任者を含む
料 金　光熱費（夜間照明チケット代）

交通安全・防犯・暴力追放
市町民大会の開催

問市民生活安心課　☎ 22‒9282
交通事故防止、交通安全思想の普及お
よび防犯意識の高揚と事件事故・暴力
の無い住みよい街づくり推進への功績
が顕著であった個人・団体等の表彰お
よび意識高揚のための講演を行います。
日 時　令和5年 1月 14日（土）
　　　　13時 30分～ 16時
場 所　文化センター　大ホール

イベント・講座

第21回ハンドベル
クリスマスコンサート

問中央公民館　☎ 22‒9562
中央公民館で活動しているサークルと
白鴎大学ハンドベル部によるコンサー
ト。
日 時　12月 11日（日）　
　　　　開演　14時
場 所　文化センター　大ホール
対 象　どなたでも（無料）
申 込　不要

としょかん親子教室
～ミニLEDライトをつくろう！～

問中央図書館　☎ 21‒0751
図書館の蔵書を活用して電気について
学び、電子基板に LED素子等をはん
だ付けして、ミニ LEDライトを組み
立てる体験を親子で行います。
日 時　令和5年 1月 7日（土）　
　　　　①10時～ 11時 30分
　　　　②13時 30分～ 15時
場 所　中央図書館　集会室
対 象　市内の小学校 3年生から中

学生とその保護者
定 員　各回、10組 20人
参加費　500円（材料費込み）
申 込　12月 1日（木）～

直接来館か電話申込

※「小学生」には義務教育学校1～ 6年生、
　  「中学生」には義務教育学校7～ 9年生を含みます



インフォメーション

1月の定例観望会

問博物館　☎ 45‒5331
「おうし座をみつけよう」
～すばるをみよう～
ほっしー★OYAMA号での天体観望
会。
曇りや雨の場合は中止となります。
当日、実施時刻の1時間前に電話、ホー
ムページまたは Twitter でご確認く
ださい。
※当日、11時～12時30分に、博物
館駐車場にて太陽観測会も実施します
日 時　1月 14日（土）
　　　　18時～ 19時
場 所　生井公民館（駐車場は旧 JA

おやま生井支店）
対 象　幼児～一般（無料）
定 員　50人程度
申 込　博物館ホームページ予約

フォームまたは電話
　　　　12月10日（土）～16日（金）

（抽選・要予約）
※1回 5人まで

ママのための
就職支援セミナー

問人権・男女共同参画課　☎ 22‒9296
適職の見つけ方、面接のポイント、再
就職の成功アクションなどを学べるセ
ミナー。
日 時　令和5年 2月 2日（木）
　　　　9時 30分～ 11時 30分
場 所　男女共同参画センター
　　　　（旧保健福祉センター3階）
対 象　市内在住の育児中の母親など
定 員　10 人程度（無料）※託児あ

り。希望の場合は令和 5年
1月 19日（木）までに要申込

申 込　令和5年1月26日（木）まで
　　　　応募フォーム・電話・同課まで

ピアノを弾きませんか？

問生涯学習センター　☎ 22‒9111
貸し切りの音楽ホールでグランドピア
ノを自由に弾ける特別企画。
日 時　令和5年 1月 22日（日）

　　　　9時～19時
場 所　生涯学習センター　音楽ホー

ル
料 金　45分間　1,000円
定 員　1日 11組
申 込　12月 5日（月）、10時より
　　　　電話、同センター窓口

クリスマスリースおよび
ツル細工の作成

問思川に思いをはせる会　事務局　渡辺
☎ 070‒1371‒3909
mamago272@yahoo.co.jp

事務局で用意した蔓（ツル）でクリスマ
スリースおよびツル細工を作成します。
持ち物　エプロン、ハサミ、マイバッ

ク
日 時　12月 9日（金）9時～12時
場 所　マルベリー館　調理室
対 象　市内在住者でハサミを使える

方
定 員　5人
料 金　500円／人
申 込　12月７日までに電話または

メール

子育てひろば「かるがも」
クリスマスコンサート

問こども課　☎ 22‒9649
ポケットの会主催のクリスマスコン
サート（けんちゃんバンド出演）を親子
で楽しもう !
日 時　12月 15日（木）
　　　　10時～ 11時 30分
場 所　マルベリー館2階　第 2・3

会議室
対 象　未就園児と保護者（無料）
定 員　35組
申 込　12月 8日（木）～ 14日（水）

同課へ

小山市おもいがわ商工会
合併記念講演会

問小山市おもいがわ商工会
　本　　所　☎ 45‒0261
　美田支所　☎ 37‒0631
　桑絹支所　☎ 22‒4523
JAXA（宇宙航空研究開発機構）の方を
お招きし、宇宙航空と日本の産業技術

に関する講演会を開催します。
日 時　12月 15日（木）
　　　　開場　13時 30分
　　　　開演　14時
場 所　文化センター大ホール
対 象　どなたでも（無料）
申 込　商工会へ電話申込
　　　　当日定員に達し次第、受付終了

日本語教授法講座
（全5回）

問小山市国際交流協会　☎ 23‒1042
問国際政策課　☎ 22‒9278
外国人に日本語を教える方法を学び講
師になってみませんか。未経験者も大
歓迎です。
日 時　令和 5年 1 月 14 日（土）～

2月 18日（土）毎週土曜日
　　　　14 時～ 16 時 15 分（予定）

※1月 28日は実施なし
場 所　生涯学習センター
定 員　20人（先着）
料 金　協会会員 ¥1,000
　　　　非会員　¥4,000（全5回分）
※当日会員申込可能

令和4年度一般公募
上級救命講習会

問消防署　☎ 39‒6666
心臓や呼吸が止まってしまうような場
面に遭遇した際、命を救うために、上
級救命講習会を受講し、正しい知識と
AEDを含めた心肺蘇生法を身につけ
ましょう。
日 時　12月 17日（土）
　　　　9時～17時
　　　　受付8時 30分～
場 所　マルベリー館　会議室3
対 象　小山市または野木町に在住、

在勤、在学の中学生以上の方
定 員　20人（無料）
申 込　12月 1日（木）～15日（木）

電話受付　8時 30 分～ 17
時 15分

※「小学生」には義務教育学校1～ 6年生、
　  「中学生」には義務教育学校7～ 9年生を含みます
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アスビジNext 
まなびつなぐカフェ
参加者募集

問人権・男女共同参画課　
☎ 22-9296　FAX22-8972
d-jinken@city.oyama.tochigi.jp 

参加者のキャリア形成を行いながら、
地域活性につながるリーダーとして
身につけるべきスキルを習得する全2
回のセミナー。
講師・座長 : 佐藤晴美氏（㈱エス・ティ
ライン）
ゲスト講師 : チカイケ秀夫氏（㈱パー
ソナル・ベンチャーキャピタル合同会
社CEO）
日 時　令和5年 1月 28日（土）
　　　　13時 30分～ 16時
　　　　令和5年 2月 25日（土）
　　　　13時 30分～ 16時
場 所　市役所　会議室
対 象　小山市、下野市、野木町、結

城市に在住・在勤・在学の方
定 員　30人程度（無料）

※託児あり。希望の場合は
1月 13日（金）までに要申込

申 込　1月 20日（金）まで
　　　　応募フォーム・電話・FAX・

メール　同課まで

みんなで歩け歩け運動
（栃木駅）

問生涯スポーツ課　☎ 21‒2695
〇コース（5.5Km）
栃木駅（北口）→塚田歴史伝説館→横山
郷土館→岡田記念館→ヤオハン・アイ
ム→蔵の街広場→近龍寺→神明宮→山
車会館→栃木駅（北口）解散
〇注意事項
・体温が37度を超える場合は参加不可。
・マスク持参。
・開催の有無については生涯スポーツ
課へご確認ください。
日 時　令和5年 1月 8日（日）
　　　　8時45分（集合）12時（解散

予定）
場 所　栃木駅（北口）
対 象　どなたでも（無料）
申 込　当日会場受付

小山市立体育館での
スポーツ教室のご案内

問市立体育館　☎ 28‒1250
市立体育館では大人から子どもまで参
加できる教室を開催しています。
①12月 3日（土）10時～ 11時
　一般、ズンバ（初めてでも可）
②12月 10日（土）鉄棒教室
　年中年少　
　9時15分～10時15分
　小学校1年生　
　10時 30分～ 11時 30分
③ 12月 17日（土）跳び箱教室
　年中年少　
　9時 15分～ 10時 15分
　小学校1年生　
　10時 30分～ 11時 30分
定 員　①60人、②・③各6人
申込方法等はホームページ。

家族セミナー
ひきこもりの方を
支えるご家族へ

問福祉課　☎ 22‒9858
ご本人への向き合い方や対応方法を学
んだり、同じような悩みを持つご家族
同士の話を聴いたりするセミナーで
す。
日 時　①令和5年 1月 26日（木）
　　　　②令和5年 2月 16日（木）
　　　　10時～ 12時
場　所　要問合せ
※①と②の内容は別です。2つとも受
講してください。詳細は要問合せ
対 象　ひきこもりご本人が小山市に

お住まいの方のご家族
定 員　15人
申込期間 初日の 2週間前までに事前

申込
※前日までに面接相談を実施

日本交響楽団 
第 19回定期演奏会

問文化センター　☎ 22‒9552
メンデルスゾーン作曲「ヴァイオリン
協奏曲」
シベリウス作曲「交響曲第2番」
日 時　令和5年 1月 29日（日）

　　　　開場13時 　 開演 14時
場 所　文化センター大ホール
料 金　全席自由 
　　　　一般　　　   1,000円 
　　　　高校生以下　　500円

「小山シルバーフェスタ
in2022」開催

問シルバー人材センター　
☎ 28‒4130
①「シルバーフェスタ」
10日（土）気功体験、おたのしみ劇場
（落語、時代劇）
11日（日）居合演武、カラオケ大会
②「会員作品展」
（写真、絵画、書、篆刻、工芸品ほか）
日 時　12月 10日（土）
　　　　9時～17時、
　　　　12月 11日（日）
　　　　9時～15時
場 所 ①文化センター小ホール
　　　　②中央公民館第一研修室
対 象 どなたでも（無料）

ゆめまち
12月のイベント

問ゆめまち　☎ 27‒9935
講座名 日時 定員 料金

①わくわく
ゆめまち
おはなし会

12/20㈫
10:30 ～
11:00

なし 無料

②茶道
体験講座

12/18 ㈰
10:00 ～、
11:30 ～

各15人 200円

③からだの
若返りで認知
症予防

12/22 ㈭
10:00 ～、
11:00 ～

なし 無料

対 象　①就学前のお子さん
　　　　②③どなたでも
申 込　①不要
　　　　②12月1日（木）9:00～
　　　　③12月 10日（土）9:00～

クラフト館
ワークショップ教室

問クラフト館　☎ 32‒6477
講座名 日時 料金

お正月飾りで楽し
むハーバリウム・
ディフューザー（香
りのボトル）制作会

12/15 ㈭
13:30 ～ 1,500円



インフォメーション

栃木市（栃木県）

■栃木市・渡良瀬バルーンレース 2022
問渡良瀬バルーンレース実行委員会（栃木市観光振興課内）
☎ 0282‒21‒2374
渡良瀬遊水地を舞台に熱気球のトップパイロットたちが、最
大5回の競技フライトを行い、腕を競います。他に熱気球係
留（事前申込制・有料）、夜空に輝く幻想的なバルーンと音楽
の競演「バルーンイリュージョン」な
どを開催する予定です。
日 時　12月16日（金）～18日（日）
競技開始時間　
16～ 17日は6時 50分と14時 30
分、18日は 6時 50分のみ
場 所　藤岡渡良瀬運動公園（栃木市

藤岡町藤岡）
同時開催　17 日（土）渡良瀬遊水地フェスティバル、17 日

（土）・18日（日）わたらせ熱気球 day

古河市（茨城県）

■古河七福神めぐり
問（一社）古河市観光協会　☎0280‒23‒1266
年の初めに幸福を願って七福神を巡拝する福めぐりです。
徒歩7,000歩、約2時間のコース（約3.5㎞）を自由に巡拝します。
日 時　令和5年1月8日（日）　9時～12時［荒天中止］
　　　　※9時前の巡拝はご遠慮ください
場 所　古河駅西口おまつり広場
料 金　無料（押印台紙は200円）

板倉町（群馬県）

■板倉町文化財資料館をご利用ください
問板倉町文化財資料館　☎ 0276‒91‒4018
町内で発掘された土器や埴輪などの展示や、板倉町の歴史・
水場の文化を紹介しています。
織り姫の部屋では、糸紡ぎや機織りが体験できます。体験希望
のかたは事前にご連絡ください。
休館日　月曜日（月曜が祝日の場合は火曜）
利用時間　9時～16時30分

加須市（埼玉県）

■ねんきんサテライト加須をご利用ください
問熊谷年金事務所　☎ 048‒522‒5012
熊谷年金事務所加須分室「ねんきんサテライト加須」では、市
外・県外どなたでも年金の相談や請求手続き、国民年金と厚
生年金の届出書の受付などができます。ぜひご利用ください。
場 所　加須市役所本庁舎2階（加須市三俣二丁目1-1）
受付時間　8時30 分～17 時15 分（土・日曜日、祝日、年末年

始を除く）
※事前予約をお勧めします
予約受付専用電話
（☎0570-05-4890）
※050で始まる電話番号で
おかけになる場合は、
☎03-6631-7521へ
お願いします

野木町（栃木県）

■ミュージックフェスティバル 2022 のぎおん 
問野木エニスホール　☎ 0280‒57‒2000
野木町観光大使である鈴木孝佳氏によるコンサートを開催し
ます。
日 時　12月25日（日）
　　　　①10:30～　子供向け弦楽公演
　　　　②14:30～　3台のピアノを使った公演
場 所　野木エニスホール大ホール
チケット　全席指定
　　　　一般　2,000円／子供　500円（6～12歳）
主 催　野木町教育委員会/Music of Life

近隣市町の情報　（関東どまんなかサミット・定住自立圏）

御朱印帳作り
（結城紬の表紙）

12/17 ㈯
13:30 ～ 2,000円

コースター織（地
機織り）

12/18 ㈰
10:30 ～　
14:00 ～

大人
1,000円
子供
500円

「ステンドグラス
調のぬり絵」ディン
プルアートで作る
キーホルダー・マグ
ネット

12/25 ㈰
13:30 ～　
14:30 ～

500円

場 所　クラフト館
申 込　12月 7日（水）～事前予約優

先。キャンセルは2日前まで。
詳細は要問合せ。

スキー教室等の開催

問（公財）小山市スポーツ協会　
☎ 30‒5856
場 所　①～③会津高原だいくらス

キー場
　　　　④丸沼高原スキー場
申 込　平日10時～ 17時（土・日・

年末年始は受付不可） 申込等
詳細はホームページを参照

名称 日時

①第１回親子スキー教室 R.5
1/7 ㈯

②第２回親子スキー教室 R.5
2/11 ㈯

③第54回
　小山市民スキー大会

R.5
1/29 ㈰

④スキーバッジテスト
　（級別テスト）

R.5
3/5 ㈰



ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、市民生活安心課☎22-9282へお問合せください。

名称 時間 問合せ

市民相談 8:30 ～ 17:15
市民生活安心課
☎22-9282

被害者相談 8:30 ～ 17:15

消費生活相談 9:00 ～ 15:00
※水曜休み

消費生活センター
☎22-3711

家庭児童相談 8:30 ～ 17:15 子育て家庭支援課☎22-9626

ひとり親家庭相談 9:00 ～ 17:00
子育て家庭支援課
☎22-9627

婦人相談 9:00 ～ 17:00

DV相談 9:00 ～ 17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22-9602

青少年電話相談 10:00 ～ 17:00 ☎25-4006　※土日も受付

こころのダイヤル
9:00 ～ 17:00
※第2･4水曜日
9:30 ～ 11:30は

医療相談

県精神保健福祉センター
☎028-673-8341

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
◎
通
常
相
談
（
電
話
相
談
）

１
名称 時間 問合せ

県民相談 9:00 ～ 16:00 小山県民相談室☎22-9164

労働相談 8:30 ～ 17:15 小山労政事務所☎22-4032

シニアの社会参加
相談 8:30 ～ 17:15 高齢生きがい課☎22-9617

認知症相談 8:30 ～ 17:15 高齢生きがい課☎22-9853

ひきこもり相談 8:30 ～ 17:15 福祉課ひきこもり相談支援室☎22-9858

障がいのある方
向け相談 8:30 ～ 17:15

小山市障がい児者基幹相談
支援センター
☎23-5050　FAX 29-6090
小山市地域生活支援拠点
☎39-6088　FAX 39-6188

外国人ふれあい
子育てサロン 8:30 ～ 17:15 小山市国際交流協会☎23-1042

外国人相談 9:00 ～ 17:00
多文化共生総合支援センター
☎22-9439（スペイン語・
ポルトガル語）
☎22-9678（英語）

※面談方式の相談について、新型コロナウイルス感染症拡大状況により、中止や延期になる場合が
ありますので、お電話等でご相談ください

　
◎
専
門
相
談
（
面
談
）　
　
　
※
要
予
約
（
一
部
予
約
不
要
）

名称 期日 時間 相談相手・場所など
※場所記載がない場合は市役所 問合せ

行政相談 15㈰･18㈬ 10:00 ～ 12:00
行政相談委員　※予約不要
場所：15㈰市役所1階 多目的スペース、
18㈬市役所2階 市民相談室

市民生活安心課
☎22-9282

登記相談 11㈬ 10:00 ～12:00 司法書士、土地家屋調査士※予約は1ヵ月前から（土日祝は翌平日）

家庭内困りごと相談 15㈰ 13:30 ～ 16:10 元家庭裁判所調査官・調停員※予約は1月4日㈬～

税金なんでも相談 1月はありません 税理士
※予約は1ヵ月前から（土日祝は翌平日）

不動産相談 1月はありません 宅建協会員
※予約は1ヵ月前から（土日祝は翌平日）

行政書士専門相談 18･25㈬ 10:00 ～12:00 行政書士（相続・遺言・許認可等）※予約は1ヵ月前から（土日祝は翌平日）

青少年相談 月～金 9:00 ～17:00
公認心理師および臨床心理士の資格を
有する青少年相談員
場所：青少年相談室

青少年相談室
☎25-4002

外国人向け行政書士相談 1月はありません
行政書士　※予約不要
※在留資格等入管に関する相談、帰化申
請、会社を設立、自動車の登録、その他
様々な契約書を作成してもらいたい方

国際政策課
☎22-9327

FPによる納税相談 1月はありません ファイナンシャルプランナー（FP） 納税課
☎22-9444

交通事故相談 10･24㈫ 10:00 ～ 15:00 交通事故相談員 県民プラザ室
☎028-623-2188

人権相談 13㈮ 10:00 ～ 15:00 人権擁護委員　※予約優先場所：市役所6階　相談室6B
人権・男女共同参画課
☎22-9292

こころの相談 10㈫ 10:00 ～11:30 精神科医師 福祉課
☎22-9629

心配ごと相談 10･24㈫ 10:00 ～ 15:00 場所：社会福祉協議会　※予約不要
※10･24㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22-950117･31㈫ 13:00 ～ 15:00

精神保健福祉相談 24㈫ 13:30 ～ 16:00
精神科医師（保健師1名同席）
場所：県南健康福祉センター
※保健師相談は随時受付

県南健康福祉センター
☎22-6192

女性のための心の相談 23㈪ 13:30 ～ 16:15 女性のカウンセラー 人権・男女共同参画課
☎22-9296

創業・経営・キャリア・
クラウドファンディング相談 7･21㈯ 9:00 ～ 12:00 中小企業診断士、ビジネスコーチ※日程変更可

工業振興課
☎22-9396

※
要
予
約

◎
弁
護
士
相
談
（
面
談
）

名称 期日 時間 相談相手・場所など
※場所記載がない場合は市役所

問合せ
※訴訟・調停中の方は受付不可

法律相談 15㈰ 9:30 ～ 12:30 ※予約は1月4日㈬～ 市民生活安心課
☎22-9282

女性の生き方なんでも相談 27㈮ 10:00 ～12:00 ※女性の弁護士 人権・男女共同参画課
☎22-9296

心配ごと相談 10･24㈫ 10:00 ～ 12:00 場所：社会福祉協議会※心配ごと相談員が2人同席
社会福祉協議会
☎22-9501

法律とこころの相談 12㈭ 10:00 ～ 12:00 ※保健師1人同席 福祉課
☎22-9629



『根底にあるもの何なの』って聞かれ、何故
やりたいのか自分なりに深掘りした時に、子
供の頃の経験が今の人生に繋がっていると気
づきました。」
藤沼「10 年前、母の夢である飲食店を作る
ために、一時的に小山に帰ってきました。『小
山ってこんなに廃れてたっけ？』驚いたのが、
行きたい場所がないこと。本当はその後東京
に戻る予定でしたが、作ったお店に愛着が湧
いたのと、子どものころワクワクしていた小
山駅前が廃れた姿をなんとかしたいと思っ
て、小山に残ることを決意しました。けど現
実は甘くなく、最初の 5・6 年は何も動きが
ありませんでした。イベントをしてもいまい
ち盛り上がらない。そこで、小山駅周辺に固
執せずハーベストウォークに出店させても
らったり、情報発信に力を入れたり、自分で
建物を買ってテナントを入れたり試行錯誤し
ました。やっと歯車が噛み合い始めて、小山
駅周辺に自分の店以外にも個性的な個人店が
増えてきてよい流れを感じます」。

磯山「おやまいちをやっていて、小山って何
にもないよねって耳にすることがあります。
こんなに魅力的な街なのに、自分たちのまち
に自信がない。小山市のキャッチコピー、“小
さな自慢”でいいんだろうか。自分次第で大
きな自慢にすることもできる。『小山のオシャ
レなお店は？』って聞かれた時に回答に迷う

ことが多かった。今は Cafe FUJINUMA っ
て答える人、多いと思います。オシャレな場
所がある街に住んでいることは、市民のプラ
イドや自慢につながっていくと思います。藤
沼君のやってることは、自分にもすごく刺激
になっています。城山公園活用事業もそうで
すけど、小山で新しいことがどんどん増えて
いくと街にとっても市民にとっても、自分に
とっても凄くプラスになると思います」。

人と人がつくる官民連携。
　3 人とも行政と連携してまちづくりを行っ
ています。感じることを聞きました。
森嶋「行政のアタマは硬いと思い込まないこ
と。そう思ってしまう自分の方がアタマが硬
いと思う。もちろん公園活用にあたって許可
されないこともたくさんあるけど、見えない
壁を勝手に作って許可をもらえないと思い込
まないようにしています」。
藤沼「自分がやりたいことを実現する方法、 
祇園城通りなどの活用を許可してもらう方法
を相談しています。無い ものねだりをしない。
実行するのはあくまで 自分ということが大切
です」。
磯山「許可云々もそうですが、結局、人と人
との関係なので、信頼関係、相互理解が大切
だと思います。おやまいちで、芝生を少し汚
してしまうイベントを企画しました。自宅で
同じことをする実験をして、芝に悪影響がな
いことを担当者の方に説明しました。小さな
ことですが、公園を大切にしていることが伝
わったのか、イベントを許可してくれました」。
藤沼「信頼関係はとても大切。市役所からの
イベント協力の依頼は断らないようにしてい
たら、色々な部署から依頼が来るようになっ
て、市役所の中で知り合いが増えていきまし
た」。
磯山「ただ官民連携をやったことない人が、
いきなり窓口に行くのはハードルが高いと思

う。自分達のように、官民連携で苦労した人
に一度相談するのもいいと思います」。

私の New Standard From Oyama。
　藤沼さんが創業当時から掲げている言葉
で、「新しい文化の発信地」とういう意味が
あります。最後にこの言葉をお借りして 3 人
にそれぞれの New Standard From Oyama 
を聞きました。
森嶋「下りの流れを作りたい。小山から東京

（上り）に遊びにいく事はあっても、東京から
小山（下り）に遊びにくる事はほとんどない。
東京から遊びに来たい街、小山を作りたいで
す」。
磯山「首都小山。都会にしたい訳ではなくて、
みんなの『イイね』が集まって、ここが世界
の中心だって魅力を感じてもらえるようにし
たい。世界に対してアプローチしていく街、
市外の人たちに多くの魅力が伝わる街にした
いです」。
藤沼「小山っぽいよね。New Standard From 
Oyama を誰にでも使えるようにするつもり
です。一人ひとりが新しいものを作って発信
していく、そうすることで、カッコいいもの
の例えが『小山っぽくていいよね』って言う
ぐらい、『小山』自体がカッコいいものにな
るようしたいです」。

小山の未来を語る

自分事としてまちづくりに関わっていく　―――
　今回の特集で紹介した様々な官民連携の取
り組みは本当に小さな一歩・きっかけから始
まったものばかりです。中にはおやま妄想会
議で話した内容が実現したものもあります。
自分達の街を好きという気持ちをどのように
表現するか。どう実現するのか。官だけ、民
だけでは実現できないことも、官民が手をと
ること、市民一人ひとりがまちづくりを『自
分事』として考えることで、少しずつ街は変
わって行くのかも知れません。取材を通して、

PLAN�OYAMA 専用ウェブサイト

https://oyama.mygroove.city
自分の意見を直接書き込みできる
新しい取り組みです

今までにない小山市の生き生きとした姿を見
ることができ、この街と共に生きていきたい
と思うことができました。街を作るのに大き
な商業施設は欠かせません。しかし、それ以
上に必要なのは人なのかもしれません。今回
の特集で出会った方々は、とても生き生きと、
いい表情をしていました。それは、自分がや
りたいことを実現し協力してくれる仲間がい
るからなのかも知れません。実現が難しいよ
うなことも、行政や仲間が助けてくれる環境

がここ小山にはあります。「人」という、ま
ちづくりの芽は確実に小山の地に根づいてい
ました。
　今回の特集を読んでいただいた方も小山
市民であることに変わりありません。PLAN 
OYAMA であなたの声を聞かせてください。

同級生の3人偶然にも『まちづくり』で再会

『公園活用事業』とは、民間の柔軟な発想による公園の魅力・市民サービス向上を目的とした事業です。
株式会社 Backpackers' Japan は城山公園で　飲食施設とアウトドアを軸とした公園活用を予定しています。
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　10月 16 日（日）小山思いの森駐車場で、子ど
も達を中心とする幅広い年齢層の方が消防行政への
理解を目的に開催されました。当日はスタンプラ
リーや放水体験、はしご車バスケット搭乗体験を行
い、参加された子ども達の表情からはワクワク感が
伝わりました。

◆迫力満点

消防フェア2022が開催

◆2022年　秋の叙勲

本市関係２人が叙勲の栄誉に輝きました
　平成 29年からスタートした渡良瀬遊水地の外来
魚の駆除を目的とした、地引網による捕獲と在来魚
との選別作業を 10月 23日（日）３年ぶりに実施
しました。
　当日は 100人以上の方が、地引網・魚類の選別・
観察を行い、生態系を学びました。

◆在来魚が棲みやすい環境づくり

おさかなワイワイ大作戦

　8月 25 日（木）、京都で行われた軟式野球の第
７回全日本中学女子大会の決勝で６対５で神戸レッ
ドカールズを破り、オール栃木が初優勝しました。
　栃木県選抜のオール栃木には小山市から、常

ときわ
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さんがチームとし
て参加しました。優勝おめでとうございます。

◆６人の精鋭

第７回全日本中学女子大会優勝

旭日双光章

⻆
つの

田
だ

国
くに

義
よし

氏
（延島）

元（一社）栃木県歯科医
師会常務理事（平成18
年～23年）

旭日双光章

松
まつ

岡
おか

淳
じゅん

一
いち

氏
（東城南）

元（一社）小山地区医
師会会長（平成22年～
28年）
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QR１

世代を越えて通い続ける方もいる思川食堂さん。
マルシェやイベントにも出店されているので、ご存じの方
も多いと思います。

私のおすすめメニューは、カツ丼とタンメンです。

カツ丼は肉厚なお肉とタレが染み込んだ衣によって、
ご飯が進みます。

タンメンは看板メニューで、野菜がたっぷりということも
あり、あっという間に完食してしまうこと間違いなしです。
小山の歴史を食を通じて体感してみて下さい。

【場所情報】
思川食堂
住　　所： 松沼486
営業時間： 11:00-14:30 ／ 16:30-20:00
定 休 日：日曜日
電話番号：☎0285-37-0022 おやま広報特派員

遼 さん

名称（会場） 1月 開始時間
おはなしウェンディ 4日㈬ 15:30
おやま分館ピッコロおはなし会（小山分館） 6日㈮ 11:00
おはなしメロディ 8日㈰ 14:00
おはなしこんにちは 11日㈬ 10:30
おこれんのおはなし会 15日㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい（間々田分館） 17日㈫ 15:30
おはなしウェンディ0・1・2 18日㈬ 11:00
わくわくマルベリーおはなし会（桑分館） 21日㈯ 13:30
はなしのこべや　おはなしかい 22日㈰ 14:00

問シティプロモーション課
　☎ 22-9353

おやま広報
特派員の

1（日）～3（火）・10（火）・16（月）・23（月）・26（木）・
30（月）
※小山・間々田・桑分館は9（月）も休館になります

中央図書館ホームページをご覧ください。

問中央図書館　☎ 21-0750

 1月の休館日

　

 おはなし会 ※会場の記載が無いものは中央図書館

      移動図書館
「せきれい」巡回日程

地元から愛されている大衆食堂

思川食堂

　中央図書館・小山分館・間々田分館・桑分館は、12月29日（木）～
1月3日（火）の間、年末年始のため休館となります。年末年始の休館中
の図書の返却は、中央図書館正面入口の返却ポストのみご利用が可能
です。各分館の返却ポストへは返却できませんのでご注意ください。
　なお、他の休館日は通常どおり各館の「返却ポスト」をご利用ください。

　本は中央図書館で所蔵していますので、どうぞご利用ください。

『名作に描かれたクリスマス』 若林 ひとみ／著　岩波書店
　『クリスマス・キャロル』や、『若草物語』、『マッチ売りの少女』など、
クリスマスシーンが描かれている約50冊の名作を紹介しています。
　また、イギリス、アメリカ、ドイツのクリスマス風景や、クリスマス
ツリー、サンタクロース、クリスマスプレゼント、クリスマスのごちそう、
などなど、クリスマスにまつわる歴史や文化を解説しています。

　より深く、クリスマスにかかわる作品を楽しみたい方におすすめの一冊です。

『すごいゴミのはなし ～ゴミ清掃員、10年間やってみた。～』
滝沢 秀一／文　スケラッコ、萩原 まお／イラスト　学研プラス

　お笑い芸人と、ごみ清掃員の二束のわらじで活動している著者。
　書名にもあるように、およそ10年、著者はゴミ清掃業をやってきた
といいます。

　仕事をしているなかで、感じたこと、思ったこと、気づいたことが綴られています。
また、カラー写真で世界のゴミ問題を紹介しています。
　その他にも、クイズや、イラストによる解説、ページの端にはこぼれ話があります。
　本文は話しかけるような文体で、本文すべての漢字に振り仮名があり、子どもから
大人までスラスラと読むことができます。
　身近である「ゴミ」から環境問題を考えるきっかけにおすすめの一冊です。

 年末年始の休館のお知らせ

   いちおし本 ～クリスマスシーズンに読みたい本＆　　　　　　　　 ＳＤＧｓに関する本～



高齢者虐待防止について
　～しない！させない！高齢者虐待～

◆高齢者虐待の種類
・身体的虐待　　　　叩く・蹴る・つねる、無理やり食事を口に入れる
・心理的虐待　　　　怒鳴る、叱る、悪口を言う、無視
・介護・世話の放棄　食事・水分を十分に与えない、必要な介護・医療サービスを受けさせない
・性的虐待　　　　　本人の嫌がる性的行為、排泄の失敗等で下半身を裸で放置
・経済的虐待　　　　本人の年金・預金を勝手に使う、本人に必要なお金を渡さない・使わせない
◇こんなことも虐待です。
・認知症で迷子になるので、部屋から出さない　・失禁するので水分を控える　等
　気づかずに「虐待」をして、高齢者の権利を侵害し、深い傷を負わせている場合も少なくありません。 
高齢者の介護により心身ともに疲労し、追いつめられている場合もあれば、さまざまな理由で自分ではどうしようもなくなって歯
止めがきかなくなっていることも少なくありません。

ひとりで抱え込まず、誰かに相談しましょう
高齢者虐待は身近に起こりえる問題です。
高齢者や家族のちょっとした変化に気づき、みんなで声をかけあい支えあうこ
とが虐待の予防につながります。

問高齢生きがい課 ☎ 22-9853

接種対象者
　初回（1・2回目）接種を完了した12歳以上の方
　※ 1・2回目は従来株対応ワクチン

接種時期
　最後のワクチン接種日から3か月以上経過
　※オミクロン株対応ワクチンは一人 1回
ワクチンの種類（2価ワクチン）
　「ファイザー社」（12歳以上）または
　「モデルナ社」（18歳以上）

接種券の発送時期
　ワクチン接種の完了月に応じ、順次発送
　※接種券は、再発行可能です

接種が受けられる期間
　令和 5年 3月 31日（金）まで

オミクロン株対応ワクチン
（2価ワクチン）の接種

接種対象者
　生後 6か月から4歳の方

接種時期
　10月 24日（月）～令和 5年 3月 31日（金）

ワクチンの種類
　ファイザー社（乳幼児用）

接種券の申請方法
　接種希望の方は、対象者へ 10月下旬に送付してい
る「接種券に関するご案内のはがき」または市ホーム
ページを確認のうえ、申請をお願いします

感染者数に占める小児の割合が高い状態にありますの
で、接種についてご検討ください 

11 月 7日時点の情報となりますので、最新情報はホームページをご確認ください。

＊新型コロナウイルスワクチン接種に関する問合せ＊
　新型コロナワクチン予約・相談コールセンター
　受付（8時 30分～ 20時 00分）
　☎ 22-9899・22-9494・22-9309

新型コロナウイルスワクチン接種情報

市ホームページ

〇相談窓口　
　「何か心配！気になる！」ということがあれば、まず
ご相談ください。通報の秘密は守られます。
　警察や消防、法律関係者などの専門機関・専門職
と連携を図りながら対応します。

高齢者サポートセンター　小山総合 ☎ 22-3061
高齢者サポートセンター　小　　山 ☎ 31-0211
高齢者サポートセンター　大　　谷 ☎ 30-2421
高齢者サポートセンター　間 々 田 ☎ 41-2071
高齢者サポートセンター　美　　田 ☎ 32-1881
高齢者サポートセンター　桑　　絹 ☎ 30-0921

乳幼児の新型コロナワクチン接種
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健康
メモ

ひとくち

健康
メモ

ひとくち

命のボランティア献血・骨髄ドナー登録
　献血の血液は各種の血液製剤となり、患者のもとへ届けられます。
　血液製剤には有効期限があるため、定期的、継続的な血液の確保が必要となります。
　また、日本では「骨髄バンク事業」が 1992 年から開始され、これまでに多くの患者さんを救っ
ています。
　一人でも多くの患者さんを救うには、一人でも多くのドナー登録が不可欠です。ドナーを待つ患者
さんにとってはあなたの登録が大きな希望になります。

問健康増進課　☎ 22-9526
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一次救急
医療機関

  夜間休日急患診療所
場所 健康の森　さくら（神鳥谷 2251-7）
 【健康医療介護総合支援センター】
 ☎ 39-8880・FAX39-8882
受付 診療終了15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

  休日急患 歯科診療所
場所 健康の森　さくら（神鳥谷 2251-7）
 【健康医療介護総合支援センター】
 ☎ 39-8881・FAX39-8883
日時 日曜・祝日・振替休日・
 年末年始（12/31～1/3）
 10:00～12:00、13:00～16:00
受付 診療終了15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科診療所の
南側に夜間休日対応の院外薬局（3薬局）があります

日　時 科　目
平日・土曜日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

日曜・祝日・振替
休日・年末年始
（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

番号 医療機関名 所在地 電話番号

① 石橋総合病院 下野市下古山1-15-4 ☎53-1134
② 小金井中央病院 下野市小金井2-4-3 ☎44-7000
③ 杉村病院 小山市城山町2-7-18 ☎25-5533・5534
④ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31-1331
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45-7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320-2 ☎0280-57-1011

受付　土・休日前
 （　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日   9:00

　事前に電話で確認して
ください。医師が交代
で当直制をとっており、
希望する治療が困難な
場合もあります。

  在宅当番医

※在宅当番医は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問健康増進課　☎ 22-9523

1
月

救急車を呼ぶ？病院に行くか？迷ったときは
とちぎ子ども救急電話相談 #8000
とちぎ救急医療電話相談（概ね15歳以上） #7111

新型コロナウイルスに関する相談について
受診・ワクチン相談センター ☎0570-052-092

（初期）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
③⑥ ①④ ②⑥ ③⑤ ②④ ①⑤ ③⑥
8 9 10 11 12 13 14
①④ ②⑤ ③⑥ ②④ ③⑥ ①⑤ ②④
15 16 17 18 19 20 21
③⑤ ①⑥ ②④ ①⑤ ③⑥ ①④ ②⑤
22 23 24 25 26 27 28
①⑥ ③⑤ ②④ ①⑤ ②④ ③⑥ ①⑤
29 30 31
②④ ①⑤ ③⑥

 ● 献血ができる方：16歳～ 69歳の健康な方（65
歳以上の献血については60歳～64歳に献血の経
験のある方に限ります）

 ● 骨髄ドナー登録できる方：年齢が18歳以上、54
歳以下で健康な方。・体重が男性45Kg以上、女性
40kg以上の方。

 〇 献血会場（骨髄ドナー登録ができる会場） 
献血バス・栃木県赤十字血液センター・うつのみ
や大通り献血ルーム※詳細は各会場ホームページ

 ★骨髄移植ドナー支援事業奨励金交付制度 
　小山市では、市内に住む骨髄移植の提供者（ドナー）とドナー
が従事する市内事業所を対象に、助成金を交付しています。交付
対象となる方は①公益財団法人 日本骨髄バンクが実施する骨髄
バンク事業にドナー登録を行い、骨髄等の提供を完了した方②市
内に住所を有する方③市税の滞納がない方①～③のすべてを満た
す方で、提供者は通院・入院に要した日数（上限７日）×2万円、
事業所は提供者が通院・入院に要した日数（上限７日）×1万円
※骨髄等の提供が完了した日から１年以内に申請ください。
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≪すくすく写真館≫ お子さんの写真募集中　＜対象＞小学校入学前のお子さん（市内在住）
＜応募者資格＞父母、祖父母等　＜応募方法＞下記①～③のいずれかの方法で、必要事項と写真を提出
してください。①右記二次元コードを読み込み、アクセス。 ②メール：d-promotion@city.oyama.
tochigi.jp ③郵送先：〒323 ｰ 8686（住所不要）小山市役所シティプロモーション課「すくすく写真館」 
係　＜必要事項＞1.応募者の氏名 2.お子さんの名前（ふりがな） 3.お子さんとの続柄 4.住所 5.電話番号 
6.メールアドレス※応募フォームの場合のみ必要　※過去に掲載したお子さんも、掲載後1年経過していれば掲載できます

申込み
フォーム
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ぐち

 律
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仁
と

ちゃん（羽川）
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き
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理ちゃん、陽
ひ ま り

真理ちゃん、理
り つ き

津樹ちゃん（城北）

尾
お
池
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る
維
い
ちゃん、桧

ひ
依
より
ちゃん（横倉） 鶴

つる
田
た
 悠
ゆう
那
な
ちゃん（犬塚）

問 健康増進課　☎ 22-9525
※新型コロナウイルス感染拡大状況によって、中止・延期になる場合があります

相談・講座名 内容 日時 対象 申込

マタニティクラス
（はじめての妊娠

コース）

①栄養士講話、
心理士講話（子育
ての秘訣）等
②沐浴指導、妊
婦疑似体験 等

①令和5年1月13日(金）
　9:30 ～ 11:30
②令和5年2月12日(日）
　13:15 ～ 16:00
※①②セットでご受講ください

妊娠16週以降
の妊婦
※父親参加歓迎

12月13日(火) ～
母子健康包括支援センター
☎22-9527

離乳食教室
離乳食の進め方、
作り方のコツな
ど

令和5年1月17日(火）
13:30 ～ 15:30

離乳食初期～
中期（おおよそ
5～ 8カ月）の
児とその保護者

12月16日(金) ～
健康増進課☎22-9525

乳幼児健康相談 保健師・栄養士に
よる子育て相談

令和5年
1月27日
(金）

①9:00～  ②9:30～
③10:00～④10:30～

未就学児とその
保護者

12月20日(火)13:00 ～
健康増進課☎22-9525
※計測のみの方はネット申請可

子育て世帯向け
情報
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もくじ
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2 - 9 まちづくり
❶-❼ インフォメーション
❽ 相談

10 まちの話題

11 図書館つうしん／広報特派員のイチオシ小山

12 新型コロナウイルス関係情報／高齢者虐待

13 救急医療／ひとくち健康メモ

14 すくすく写真館／子育て情報

15 もくじ／市役所案内

16 広告

市からのお知らせや役立つ情報・
緊急情報を発信しています小山市公式SNS等 納税のお知らせ

カタログポケット
（多言語対応）

facebookTwitter Instagram YouTube LINE

スマホで
広報おやまが読めます

■電話

　☎ 0285-23-1111
（代表）

■住所
　〒323-8686　小山市中央町1-1-1

■ホームページ
　https://www.city.oyama.

tochigi.jp/
■開庁時間
　月～金曜日、8:30 ～ 17:15
　（祝日・年末年始を除く）

■新型コロナウイルス関連情報

・市民課業務 延長･休日窓口・
※一部業務のみ 問市民課 ☎22-9405

・平日延長窓口　※市民課のみ
　火・木曜日 19:00まで

・休日開庁窓口
　（市民課、小山城南出張所☎31-3650）
　第2・4日曜日　8:30 ～ 17:15

・納税課業務 延長･休日窓口・
 問納税課 ☎22-9444
・平日延長窓口
　火･木曜日 19:00まで

・日曜納税相談窓口
　12月25日㈰8:30 ～17:15

12月の納期 納期限12月26日㈪
固定資産税 · 都市計画税…4期分
国民健康保険税…………6期分
介護保険料………………6期分
後期高齢者医療保険料…6期分

小山市役所案内

■安全安心情報メール
　  touroku@oyama-anshin.jp

■市ホームページのキャッシュサイト
　（市ホームページがつながりにくいとき）
　https://www-city-oyama-
　　　tochigi-jp.cache.yimg.jp/

■防災行政無線（放送内容を確認するとき）
　☎0180-992-031（自動音声案内）

■ラジオ「おーラジ」FM77.5MHz

■防災ポータル（防災情報の確認）

まちづくりって何？という
疑問が少しでも解消されたでしょうか。

今回、取材をしていく中で感じたことは
「街を盛り上げたいと思い行動すること全てが

まちづくりということです」

一歩を踏み出してみませんか？

今月の 1枚

「まちづくり」



 
■編集・発行：小山市シティプロモーション課（〒323-8686 栃木県小山市中央町 1-1-1 ☎0285-22-9353） 
■市の人口：166,000 人（53 減）、男性 84,171 人（36 減）、女性 82,429 人（17 減）、世帯数 71,392（31 増）（11 月 1 日現在）

令和 4（2022）年 12 月 1 日発行

診療時間 平日／ 9：00～13：00  15：00～19：00
土曜／ 9：00～13：00  14：00～18：00
休診日／日・祝日  初診の方は「ネット予約可」

℡.0285-27-8148
 小山市駅南町 3-26-18
 http://www.kakumotoshika.com

※受付は終了
　30分前まで

HP

ハ　イ　シ　ャ

歯科・矯正歯科・小児歯科・歯科口腔外科

初診の方用予約QRコード
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P24  新型コロナウイルス関係情報
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8月号の特
集

P2-4 障がいのある方を地域で支える仕組み

P5 小山市民フォーラム参加者募集

P6-7 Sakutto OYAMA

P8-9 小山の花火

P24  新型コロナウイルス

ワクチン関係情報

P2-4 障がいのある方を地域で支える仕組み

P5 小山市民フォーラム参加者募集

P6-7 Sakutto OYAMA

P8-9 小山の花火
サ　ク　ッ　と　  お　  や　  ま
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2021  No.1340

広 報

「                   」 で

 広告掲載しませんか!? 広報広報

発行回数　年12 回（毎月 1 日発行）
発行部数　毎月 約56,000部（小山市全世帯に配付）

　　  広報で情報収集している人は意外に多い！！実は…

掲
載
料

1 枠：   50 ㎜ ×  88 ㎜ ………  50,000 円（税込み）

2 枠：   50 ㎜ ×180 ㎜ …… 100,000 円（税込み）

4 枠： 103 ㎜ ×180 ㎜ …… 200,000 円（税込み）

原 

稿
印刷可能なデジタルデータで提出してください。
※広告は 4 色印刷（フルカラー印刷）です。

そ
の
他

広告データ作成も可能です。
※掲載料の他に別途作成費用がかかります。

申 

込

株式会社ダイサン小山
☎ 0285-30-5625（平日 9 時 00 分～18 時 00 分）
    print@dai3-oyama.co.jp

1枠

4枠

2枠

有料広告募集中 ！有料広告募集中 ！


